










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































〈強制〉 ɕeː、ɕi（古）、wa +〈罵倒〉 ɕi	kʷeːwa
聞き手利益
ニュートラル














〈招待〉 ɕijoː − −
話し手・聞き手
利益あり
〈勧誘〉 ɕeː 32 − −
話し手利益ニュートラル
聞き手利益
あり
〈勧め〉
ɕeː
ɕimisoːɾeː
ɕijoː
ɕimisoːɾijoː
（ɕimiɕeːbiɾeː）
（ɕimiɕeːbiɾijoː）
− −
〈許可〉
主にɕeː
ɕimisoːɾeː
ɕimiɕeːbiɾeː
− −
（出来事終了後） 〈非難〉
厳しくɕeː
やさしくɕijoː
− −
【用例の典拠】
《方談》	 国立国語研究所編（1985）『方言談話資料⑻−老年層と若年層との会話−』
《方談10》	 	国立	国語研究所編（1987）『方言談話資料⑽−場面設定の対話その２−』国立国
語研究所資料集10-10
32　	勧誘の文は用例が一例しかなく、ɕijoː形式等も用いられる可能性がある。その詳細については今後の
課題である。
−	89	−
《大沖》	 「大好き沖縄」編集部編（2006）『大好き沖縄』第33号
《猿》	 玉那覇朝子訳『猿の生肝』（芝居脚本）
《沖会》	 中松竹雄（2000）『沖縄語会話』沖縄言語文化研究所
《那民》	 那覇市教育委員会（1982）『那覇の民話資料』第４集（首里地区）
《芝居》	 	那覇	市教育委員会・沖縄言語研究センター（1994）『沖縄芝居脚本集第２巻：那
覇の方言―那覇市方言記録保存調査報告書IV』
《入門》	 西岡敏・仲原穣（2000）『沖縄語の入門―たのしいウチナーグチ―』白水社
《全国》	 日本放送協会編（1972）『全国方言資料』第10巻	琉球編I,	日本放送出版協会
《実践》	 又吉元亮（1997）『実践首里語テキスト』純スイ会
《暮らし》	 	宮里	朝光・小那覇全人・崎濱秀平・宮良信詳（2006）『沖縄ぬ暮らしとぅ昔話』
沖縄語普及協議会
《調査》	 面接調査・80代男性,	首里平良町出身
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酒井雅史（2012）「兵庫神戸市方言における命令表現」『阪大社会言語学研究ノート第10号』
大阪大学大学院文学研究科社会言語学研究室,	18-29。
崎原正志（2015）『首里方言の終助詞doː、joː、teː、jaː』（修士論文）。
崎原正志（2016）「沖縄首里方言の確認要求文−ɾajaː,	ɕeːjaː,	ɕeːの文を対象として−」（未発
表論文）。
首里那覇方言音声データベース（http://ryukyu-lang.lib.u-ryukyu.ac.jp/srnh/index.html）。
高木千恵（2009）「命令表現」『方言文法調査ガイドブック３』国立国語研究所全国方言調
査委員会編。
仲原穣（2014）「要地方言の活用体系記述　沖縄県那覇市首里方言」『全国方言文法辞典資
料集⑵　活用体系』方言文法研究会編,	2009-2013年度	科学研究費補助金	基盤研究（B）
「日本語諸方言の文法を総合的に記述する『全国方言文法辞典』の作成とウェブ版の
構築」（課題番号：21320086・研究代表者：日高水穂）研究成果報告書,	pp.135-145	
（Retrived	from:	http://hougen.sakura.ne.jp/shuppan/2014/16_135.pdf）。
那覇市企画部市史編集室編（1979）『那覇市史資料編』第２巻中の７（那覇の民俗）,	那覇。
宮崎和人・安達太郎・野田春美・高梨信乃（2002）『新日本語文法選書４　モダリティ』く
ろしお出版,	東京。
村上三寿（1993）「命令文―しろ,	しなさい―」『ことばの科学６』pp.	67-115,	むぎ書房,	東京。
